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学校教育目標

深く考え、心豊かな、

思いやりのあるたくましい子

10 月 25 日(金)、「令和最初の学習発表会で輝こう!」をテーマに、29 回目の学習発表会が行われました。
子ども達は、これまでの練習の成果を十分に発揮し、最高のパフォーマンスを披露してくれました。ご覧い

ただいた方々に、子ども達一人ひとりの輝く姿をお届けできたと思います。
1 年生の可愛くも迫力ある「WE WILL ROCK YOU」から始まり、2 年生、4 年生の子ども達の個性を活かし

た演劇、3 年生、5 年生の完成度の高い器楽演奏や合唱。そして、最後の学習発表会となる 6 年生は、難しい
テーマの劇に取り組み、観客を引き込む演技力を見せてくれました。どの学年もステージいっぱいに自分の想
いを精一杯に表現することができたと思います。

学習発表会の「ねらい」は、日ごろの学習を発展的に捉え、文化活動を通じて、創造性や表現力を高めるこ
とにあります。今回の学習発表会においても、子ども達は、自ら表現方法を工夫し、たくさんの観客の前で堂々
と自分を表現することができました。とても有意義な発表会になったと感じています。

ご来場いただいた保護者の皆様、地域の皆様には、温かい拍手、ご声援、たくさんのお褒めの言葉をいただ
きました。心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

さて、これで運動会、学習発表会の二大行事も終わり、今年度も残すところ 5 ヶ月となりました。これから
は、進級・進学を見据えた学習指導、生活指導の充実に努めていきたいと考えています。今後も、ご理解とご
協力をお願いいたします。

プログラム 1番・1年生

「ドレミとなかよし」

プログラム 2番・4年生

「ほんとうの宝ものは」

プログラム 4番・5年生

「森の里メロディ 2019」

プログラム 5番・2年生

「レエカリクッヒ」

プログラム 3番・3年生

「森の里にこにこ音楽隊」

プログラム 6番・6年生

「ユタと不思議な仲間たち」



日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事

1 金 安全指導日⑦ ALT  給食費納入日(予) 16 土 秋のふれあいレク

2 土 17 日 市 P連研究大会

3 日 文化の日 18 月 どんぐりの森

4 月 振替休日 19 火 冬道教室①  小中造形展

5 火 リンク設計 20 水 4年生出前授業(馬文化)

6 水 21 木 冬道教室②

7 木 教材園片付け完了  緑園ブロック講演会 22 金 ALT  児童会⑤

8 金 児童会④ 23 土 勤労感謝の日

9 土 どんぐりの森 24 日 西ブロックスポーツ交流会(ミニバレー大会)

10 日 25 月 ALT

11 月 26 火 就学児童検診  給食費納入日(低)

12 火 27 水 給食費納入日(中)   特別支援研究大会(午後)

13 水 28 木 給食費納入日(高)

14 木 森の里まつり  小中造形展(19 日まで) 29 金 給食費納入日(予)

15 金 30 土

学校評価の結果から～成果と課題～
学校だより№10 にて、保護者アンケート(前期)の結果をお知らせいたしました。これに加えて教師アンケート、児童

アンケートの結果を分析し、前期の教育活動の成果と課題(改善点)をまとめました。

【成果】

〇保護者アンケートの回収率が 10％程度上昇し、学校への関心や期待がさらに高まってきている。

〇全体的に見て、前期の教育活動は、概ね保護者に理解されている。

〇学習面では、「学習のきまり」や基礎的、基本的な学力の定着が図られてきている。

〇「返事・挨拶・掃除・整理整頓」については、昨年度に比べ、保護者、教師、児童とのギャップが小さくなっている。(保

護者・教師の評価が向上している。)

〇児童の「安全に対する意識」や「運動に対する意識」が高まってきている。

〇地域人材の活用や情報提供については、昨年に引き続き高い評価を得ている。

【課題と改善】

〇三者とも、学習の基礎・基本に比べ、活用力や表現力が身についていないと感じている。

⇒校内研究を通じて、授業改善を行い「学習のきまりの定着」「基礎的・基本的な学力の定着」に加え、「活用力」「表

現力」等の力の育成に努めていきます。

〇「勉強がわからない・楽しくない」と回答している児童が 10％程度いる。

⇒学校全体で、教師の資質・能力を高めるための研修を進め、楽しい授業づくりに努めるとともに、支援体制を整備

し、より個に応じた指導に努めます。

〇「いじめ」に対する取組に不安や不満を感じている保護者が 16％と比較的高い。

⇒本校のいじめに対する取組を継続するとともに、「森の里小いじめ防止基本方針」やいじめアンケートの結果等

を保護者、地域の皆さんに広く周知する。

〇エリア・ファミリーの取組が不十分と感じている。または、理解されていない。

⇒緑園中学校を中心としたエリア・ファミリーの中で、小中連携、小小連携の充実を図り、9年間を見通した教育活動

を展開する。また、その取組を保護者・地域と共有していく。

以上、改善点の具体策につきましては、今後、学校だより等で説明しいきます。


